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＜あらまし＞教育システム工学に関する私の最近の見聞を紹介する．企業内教育の研究・実践に取り組んでい

る人へ先端情報を提供する．また，このサーベイは初めて企業内教育に取り組む人にも参考になるだろう．紹

介する話題は，豪州の文部科学訓練省の「国境なし教育の事業」報告書，トロンドセンのeラーニングセミナー，

金沢工大のCBT開発班，カナダのアルバータ大学の科目コンサルテーション，英国IT訓練研修所の教育者能力標

準，マレーシアの教育工学活動，日本のISD取組組織，国際通信連合ITUの訓練開発案内書などである． 
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1 はじめに 

教育関係者の多くが企業内教育（産官教育）に関す

る情報収集をしている．サーベイはそのような調査の

重複を減らし，質を高めるのに役立つ．筆者は 1993

年からサーベイを発表してきた．1999年頃からワール

ドワイドウエブもサーベイの対象に入れた． 

本稿は前回の 2003 年 5 月の発表[11]より後の調査

結果であり，私の前提知識の観点での新しい話題であ

る．全体として教育全般，教育技術，教育専門家，教

育手法，教科教育法の順に分類・配列した． 

2 豪州教育科学訓練省「国境なし教育事業」報告書 

２～４章は教育全般の話題である．豪州の教育科学

訓練省の報告書「The Business of Borderless 

Education」[１]はメディアや通信技術によって高等教

育を改善するための調査報告書である．設計工程を取

材しているのが特徴である．米国の企業内教育，軍の

教育，遠隔通信大学を綿密に取材して，事例研究資料

にした部分が産官教育にも役に立つ． 

取材の方法にも特徴がある．米国の教育現場で教育

の業務や資源を管理する中間管理職に取材している．

例えばマクドナルドの教育設計課長やマイクロソフト

の訓練課長などである．中には第一線の職員も含まれ

ており，空軍には教育設計者が存在することが明らか

になる．また，報告書は相手の口頭での回答を掲載し

て生々しくしている．日本の高等教育の場合には，学

者や経営者による審議会，学者同士の情報交換，応接

室での人事担当重役からの資料説明などを好む傾向が

あるし，取材相手には教育設計者が存在しない． 

アーサーアンダーセン，空軍，陸軍などが教育体系

設計手法ISDを用いていることが報告されている．空

軍と陸軍は ISD 工程を案内するツール DesignersEdge

を使っている．フォードはISD工程の代わりに実務コ

ンサルタント工程を用いている．マクドナルドは教育

設計者のほかにテクニカルライタの同類である情報設

計者を使っているのが特徴である． 

豪州の高等教育関係者が米国の産官のISDを理解し

ているということも重要である．教育学，教育工学，

ISD はもともと産官学や家庭教育などの境界のない学

術である．豪州が米国と同じ英語圏でかつ環太平洋圏

であることも関係しているだろう．日本には外国との

垣根，学校教育学とISDとの垣根，学校教育と産官教

育の垣根が存在する． 



 

 

３ トロンドセンのｅラーニングセミナー 

スタンフォード研究所のトロンドセン博士のセミナ

ー[22]を視聴した．スタンフォード研究所は高度な調

査研究と実用的なコンサルテーションを両立させるこ

とで世界のトップレベルにある．トロンドセンが所属

する部門の主な顧客は，健康，食物・薬，環境，金融，

政府など、今日的な課題を抱えている分野である． 

調査によれば次のことが言えるとのことである． 

 ｅラーニングやブレンディングは要求分析か

ら導き出された結果なら成功する． 

 全世界教育用の学習管理ツールを選ぶ場合に

は，個々の機能の優秀性よりも全社システムとの

接続性が大切である． 

 費用削減以外の利点も認められている． 

 単純なストリーミングビデオも使われている．

 周辺業務の講座ではなく中核業務の講座で成

功させることがeラーニングの普及に貢献する．

 Flashベースの模擬演習が増えている． 

 ある医薬会社は e ラーニングを案内するアー

キテクチャにISD手法を含めている． 

 コンピュータの基本ソフトウエアは今後も変

わる．教育と実務との境界機能が登場する． 

以上の報告はいずれも納得できるものである．それ

に対する私の補足を述べる． 

 学習管理ツールと接続する全社システムの代

表は人事情報システム HRIS である．残念ながら

日本ではHRISという用語をあまり聞かない． 

 教育の永遠の課題は成績向上である．現状の成

績に向上の余地がないと思っているとしたら，受

講者や成績に興味を持っていない証拠である． 

 日本のCBTの主題にはＩＴ，営業，安全などが

多い．手薄な分野なのでCBTを使う側も提供する

側もやりやすいのだろう．やりにくいとしても製

造，管理職などの中核主題に取り組むべきだ． 

 日本も製造・技術などの中核業務の教育を重視

すればFlashベースの模擬演習が増えるはずであ

る．そうすればPowerPoint教材は減るだろう． 

 米国がストリーミングビデオを使っているの

はビデオテープやレーザディスクの教材を活用

した下地があるからだ． 

４ 米国教育大会報告の視聴 

 米国の教育分野の大会や展示会に参加してきた下山

[15]及び深見[27]の報告を視聴した．今年のキーワー

ドは次のとおりである． 

 イノベーション．従来手法は不祥事を発生． 

 エンゲージメント．目標管理よりも着手を． 

 コネクテッド．人間関係や情報共有． 

 コミュニティ・オブ・プラクティス．組織より

も専門家仲間． 

 ソーシャルパワー．職位・専門性以外の力． 

 リーダーシップ・ジャーニー．指導力育成には

長い時間がかかる． 

 エグゼグティブ・コーチング．コーチングは重

役にも必要．不況や不祥事があったため． 

 ファシリテーション．個人やチームだけでなく

部門や会社全体にもファシリテーションを． 

 チーフ・ラーニング・オフィサー．CBTになっ

て経営戦略との関係が深くなった． 

 ローコストｅラーニング．初期投資が一段落し

たため． 

 ブレンディッド・アプローチ．ブレッディッド

は当たり前になった．実務支援へ拡大する． 

 アクションラーニング．実務を進めながらそれ

と並行して学習を進める． 

 以上の報告に対する私の補足を述べる． 

 従来の経営が不況や不祥事を起こしたからイ

ノベーションだ，というのは聞き飽きた．今度の

もまた信用できないと思ってしまう． 

 リーダーシップ育成論の変化も聞き飽きた．リ

ーダーシップには不変の骨格があるはずだ．工学

のように責任を持って継続的に進化させたい． 

 コーチングは日本でも流行しているが，米国で

は ISD が常識になっていることを忘れないよう

に．ISD不在の米国追随は本質を突かない． 

 チーフ・ラーニング・オフィサーは日本にも存

在するとのことだが，何かと兼務して片手間で担

当しているのではないだろうか． 

 ISDで分析・設計した結果が混合型になるので，

ブレンディングという現在進行形よりもブレッ

ディッドという過去形の方が適切だと思う． 



 

 

５ 産業用バーチャルリアリティ展示会 

 ５章と６章は教育技術の話題である．工業系の展示

会には教育に使えそうな技術が展示されることがある．

CAD データを CBT 向きの軽量データへ変換するソフト

ウエアとしてSpinfire[25]のデモを見た．教育用のク

ライアントコンピュータには，高価で負荷の大きい

CAD は設置できない．前述の中核業務の教育改善には

この種の技術が役立つであろう． 

３次元画像の軽量閲覧向きスクリプト言語の XVL 

Studio[31]という執筆道具のデモも見た．これは販売

促進道具として使われる傾向があるが，３次元画像教

材の開発費用や閲覧効率のためにも役立つ．  

 小型の映写幕で模擬演習用の没入感を与える映写補

正装置CompactU[32]がある．従来は大きな部屋で大型

の映写装置を何台も使っていた．それに対してこれは

狭い空間で安価な映写装置一台でも没入感を与えるこ

とができる．これも教育だけが目的ではない． 

 装着（ウエアラブル）電子計算機と眼鏡大の表示器 

Data Glass2[13]がある．これも教育にも実務支援にも

使える． 

 タブレットコンピュータは学校教育では簡易入力装

置として使われているが，企業内教育では機械演習や

屋外作業演習のような机のない場所での携帯型の教育

道具として有望である． 

 展示会や外交営業での売り手と買い手の縁組はなか

なか難しい．CBT に使える技術は当初は限られていた

が，現在は教育のあらゆる面にいろいろな技術を適用

できるようになった．売り手側は教育以外の分野も含

めて買い手を探すことになる．売り手側も買い手側も

分野を分担して活動するか，サーベイを活用するかし

ないと，有効な縁組を逃す恐れがある．買い手側はISD

手引書の中に技術シーズのメニューを記載したり，技

術シーズの探し方を記載しておくとよい． 

６ ＭＰＥＧ４が象徴する市場の困惑 

 CBT 執筆の場合に忘れがちなのは，いわゆるオフィ

スソフトウエア以外の基本道具やミドルウエアである．

画面ハードコピー，画像形式変換道具，スキャナー，

PDF，簡易CADなどである．これらを知って，適材適所

で使うように教育者に伝承することが必要である．こ

の種の伝承は今後の技術の発展によってますます大切

になり，かつ難しくなる． 

最近はMPEG4などの処理効率の良い動画データ形式

が家庭用ビデオカメラにも市販のコンピュータにも普

及している．例えばRYUTECカメラサーバ[33]は遠隔ビ

デオを安価に処理できる．「動画は負荷が大きいので使

い過ぎないように」という慎重論が通用しなくなった．

WBT や LMS の知識だけでは多様なニーズと多様なシー

ズの適切な縁組ができない．専門的な教育者，営業員，

購買係が必要である． 

 ホートンのチュートリアル資料集[28]は専門的な視

点を得るのに役立つ．例えば「ｅラーニングの道具と

技術」という資料には，講座体系～講座～時限～頁～

媒体要素という縦軸と，創成～提供～使用という横軸

の二次元の枠に多様な教育技術を配置した図がある． 

 

 この図には教育に用いる道具の分類が配置されてお

り，これを案内図として使いながら技術シーズを探し

て，最適な技術を採用するのである． 

 ホートンのチュートリアル資料集にはその他に次の

ような例がある．日本にも優れたチュートリアル活動

が欲しい． 

 ブレンディングは意味がない 

 教室教育からｅラーニングへの変換 

 告げるのではなくて教えなさい 

 ｅラーニング標準 

 ｅラーニングの評価 

 役に立つゲーム 

 告げなさい，見せなさい，やらせなさい 

 教育の設計と方略 

 強力なPowerPoint (注:powerの語呂合わせ) 

 再利用可能学習オブジェクト 



 

 

７ ＩＳＤの人脈形成 

 ７～９章は教育専門家の話題である．ISD に関する

私の人脈形成活動は次のとおりである． 

 米国で ISD 研究をしてきた山本敏幸先生が知

的財産教育協会のインストラクショナル・デザイ

ン委員会[19]で教育設計の作業集会を指導して

いるのを見学した．法律知識ではなくて実務作業

を重視している． 

 ジェイ・キャスト社の寺田佳子氏[12]に三井化

学岩国大竹工場のISD導入のことを聴いた． 

 中央防災会議委員の目黒公郎先生（東大生産技

術研究所）[20]に面会して防災マニュアルを ISD

で設計することを提言した． 

 日本オリンピック委員会のＩＴ推進者の高橋

義雄先生[24]とメール交換してISDを紹介した．

 インストラクショナルデザイン社の中原孝子

氏の講習会[５]を参観した． 

 ISD技能を持つ原美由紀氏と学会で知り合い，

ソニーの委託専門家になっていることを知った．

 東京海上の北村士朗氏のウエブサイト[10]を

閲覧して，東大先端科学技術研究センターの工業

経営者MOT用のISD講座に取り組んでいることを

知った． 

 中部学院大学の田久浩志先生[18]と会い，看護

研究の著書がISD的に設計されていることを私は

指摘した． 

 以上の八人中，山本先生，高橋先生，田久先生の勤

務場所はそれぞれ金沢，名古屋，岐阜である．中部地

方が目立つのは何か理由があるのだろうか． 

８ 高等教育の授業改善・ＦＤ活動 

 大学などの授業改善や教員育成ＦＤ活動が着実に進

んでいる．金沢工業大学はCBT開発班[29]を結成した

日本最初の大学ではないか．前述の山本が指揮してい

るので企業内教育工学の専門性としてはトップレベル

である．学校といえども教員の育成は企業内教育に似

ている．徳島大学の森たちはシラバス執筆の後の教材

開発の講習会[21]を実施している． 

 名古屋大学のＦＤ活動は研究よりも教育に重点を置

き，手引書・書式・道具の配布をするという正統的な

ものである．ここが新たにeラーニングハンドブック

[23]を出版した． 

 岩手県立大学の鈴木たちは教育工学に関する遠隔講

習会の実施，教科書・CBT の出版，ウエブ文献の提供

などで，教育工学の理解者を増やしている[16]．これ

は報道・出版型の活動と言える． 

 日本全体の感覚は，シラバス執筆の次は授業実施で

あり，「企画～実施～評価」という教育工程モデルを持

っている学校がまだまだ多い．これは企業内教育の本

社教育部のモデルであり，自己完結型の高等教育には

向かない.そのほかに高等教育には学部・学科・講座や

教科書の国際比較という課題がある．特に文科系の学

科や講座の比較評価が緊要だと思う． 

 カナダのアルバータ大学は，講座ごとの教育改善の

事例集を公開している[４]．カトリック神学講座，農

業経済講座，歯科衛生講座からボスニアヘルツェゴビ

ナ政府改革プロジェクトまで多彩である．このＦＤ活

動は科目コンサルテーション型と言える． 

９ 英国ＩＴ訓練研修所と教育設計能力標準 

 英国の IT 訓練研修所 IITT[７]は次のような活動を

している． 

 教育者の各種の能力標準の制定 

- 教室訓練者 

- 教室講座開発者 

- ｅラーニング設計者・開発者 

- ｅチュータ 

 CBT教材の標準の制定 

 教育者育成の認定（アクレディテーション） 

 教育者の資格制度 

 教育者の育成講座 

 英国では現在は全国的な制度の強化に力を入れてい

るようだ．共和主義や現実主義と言えるかも知れない．

いずれにしても一国や一時の政権の政策だけ参考にす

るのではなくて，複数の国や異種の政権の政策を参考

にすると多角的な考えが生まれる．能力標準や資格制

度は育成講座と対にして整備すべきものなので，制度

だけに飛びつくのはよくない． 

 米国系の活動成果である教育設計能力標準の 2001

年の出版物[３]を入手した．改版では研究能力の強化

などをしており，英国に比べると理想主義の傾向を感

じる．設計・開発の能力はあっさりしていて物足りな

い．しかし，この標準の分類はとても参考になる．ｅ

ラーニング専門家向きの部分集合が明示されている． 



 

 

１０ 日本のＩＳＤの古い情報発見 

 10～14 章は教育手法 ISD の話題である．ウイリア

ム・リー博士の和訳本が日本で最初のISDの本と言わ

れている．それを確かめようとして古い文献を発見し

た．1974年に日本IBMの故江村潤朗氏が月刊誌に「要

員育成のシステム化技法」[８]という投稿をしている．

これはおそらくIBMの訓練・教育の系統的アプローチ

SATE（ISDの同類）の紹介だと思われる． 

 私が持っているISDの本格的な文献は日本ITU協会

抄訳の「訓練開発の手引」であり，1985年に協会関係

者向けに発行された．1994年には江村氏が委員会主査

をした中央情報教育研究所の教育エンジニア育成カリ

キュラムが出版され，今年はその十年後，1974年から

は30年後である．ISDの歴史は日本でも古いのである． 

 ITUの英語の訓練開発案内書の2001年版［２］がウ

エブで公開されている．内容は1985年頃とあまり変わ

っておらず，CBT への対処はそれほど載っていない．

米国の大学，軍，エネルギー省のISD手引書に比べて，

書式や実務上の判断基準がそろっているのでお勧めす

る．こういう手引書を使うことが企業内教育の必要条

件である．ISD工程を構成する業務を以下に示す． 

 問題分析 

 職務／任務分析 

 人口分析 

 訓練要件と職務補助具 

 目標の決定 

 試験の設計 

 試験及び目標の確認 

 入講要件の決定 

 設計 

 制作及び開発試験 

 確認 

 改善行動 

 実施 

 訓練後評価 

１１ 教育工学先進国マレーシア 

 ITU の訓練開発案内書は発展途上国を含む全世界で

使われている．前述の米国教育大会の参加者はアメリ

カ大陸，アジア，アフリカ，及び欧州の海に面した国

に偏っている．その中には発展途上国も含まれる．世

界全体が，成熟した旧大陸国家群，発展指向の強い海

洋国家群，独自の歴史を持つ中国という三群に分かれ

ているように思う． 

 アジアの教育工学先進国は韓国であるが，マレーシ

アにも米国で教育工学の学位を取得した専門家が多い．

2000 年問題対応特需が終わってマルチメディア立国

を進めている．いくつかの教育機関にISDを始めとす

る教育工学のセンター，班，講座，案内書が存在する

[17]．国際共同プロジェクトや日本企業の外国進出の

際には相手国の教育工学の力量を把握すべきである． 

 セインズ・マレーシア大学の教育工学・メディアセ

ンターに所属する教員の専門職務の例を挙げる． 

 学習コンサルタント 

 教育設計・教育技術 

 コンピュータベースド教育 

 教育システム技術 

 マルチメディア設計・制作 

 教育コンピューティング 

 マルチメディア教材設計・制作 

学位は必ずしも明記されていないが，ピッツバーグ

大学教育学博士，ミネソタ大学教育学博士，インディ

アナ大学教育学修士が含まれている． 

１２ ＩＳＤのカストマイズ版 

 スマートリンク社のセミナー[６]を視聴した．この

会社は教材開発と教育情報システムの開発の両方をカ

バーする SL7S と言う工程標準を制定して受託事業を

遂行している．ISDはIT大手企業や教育企業が先導し

てきたが，スマートリンク社もISDや教育原理をよく

消化しつつ，独自の味付けをしている． 

 ISD 工程を構成する独特の任務や表現を次に挙げる． 

 初期分析 

 既存素材分析 

 ＬＯ（学習オブジェクト）プロトタイプ制作 

 制作ガイドライン設計 

 ＬＯテンプレート設計 

 本田技研の系列のホンダ学園関西校はNECインター

ナショナルトレーニング社のCRI講習を受けて，講座

をCRI方式へ改版した[30]．個人主導学習を変更して

班単位の主導学習という独自の方式にして成績向上の

実績を上げた．麻生学園，九州大学，広島大学などが

見学に来て感心して帰っていった．自動車等の整備演

習でありCBTブームと無縁であることも印象的である． 



 

 

１３ 大規模組織のＩＳＤ取組状況 

 ISD 講習会が増えたおかげでISD 導入組織が増えて

おり，個人的に実状をサーベイすることは困難になっ

てきた．そこで本稿では大手組織に絞って現状を概観

する．以下の表で「ISD 取組」は何らかの形で ISD に

取り組んでいる組織の例，「米国法人が」は米国法人側

がISDに取り組んでいる組織の例，「ISD無し」はISD

に取り組んだという情報を私が得ていない組織の例で

ある． 

 最初の６分野はISD取組企業が比較的多い分野群で

ある．IT・通信に関係の深い分野が多い． 

 ISD取組 米国法人が ISD無し 

ＩＴ・通信 IBM，NEC  KDDI 

電機 日立，ｿﾆｰ 松下，三菱 東芝 

役務 MRI，NRI  ｾｺﾑ，電通 

官学 横浜市  東京都 

運輸・旅行 JR,JTB,ANA  JAL, ﾔﾏﾄ 

機械・精密 ｴﾌﾟｿﾝ,HOYA ｷｬﾀﾋﾟﾗｰ コマツ 

 次の６分野はISD取組は中程度であり，米国法人の

ノウハウが参考になりそうな分野群である．ＩＴ以外

で競争の激しい分野が多い． 

 ISD取組 米国法人が ISD無し 

小売，商社 ﾏｯｸ，ﾛｰｿﾝ  ｲﾄｰﾖｰｶﾄﾞｰ 

電力，石油 東邦石油  新日本石油

輸送機器 本田技研 トヨタ ヤマハ 

薬品 塩野義 武田 三共 

食品 サントリー コカコーラ 味の素 

金融 東京海上 ｱﾒﾘｶﾝﾌｧﾐﾘｰ 東京三菱 

 最後の６分野はISD取組が比較的少ない分野群であ

る．伝統的な分野が多い． 

 ISD取組 米国法人が ISD無し 

各種製造 トッパン ｼﾞｮﾝｿﾝ&J ﾌﾞﾘｼﾞｽﾄﾝ 

化学・繊維 三井化学  富士写真 

医療   順天堂 

鉄鋼・金属   新日鉄 

建設   積水ハウス

不動産   三菱地所 

 このようなマトリクスを用いれば，ISD を推進する

時に，自社の米国法人を引き合いに出すか，同じ分野

の競合他社を引き合いに出すか，同じ資本系列の別の

分野の会社を引き合いに出すかなどの作戦を練ること

ができる．できるだけ多くの組織をこの表の左側へ移

すように関係者の貢献を期待する． 

 産官の教育改善は学校教育改善に比べて先行してい

る点もあるが総じて進歩が遅い．雑誌「人材教育」，HRD 

Japan 大会，発展途上国への教育技法指導などでは伝

統派と進歩派とが際立った対称性を示している．経済

産業省，防衛庁，日本能率協会，産能大などがISDを

推進しているものの，日本の産官教育の指導者や外部

講師は経験や進駐軍時代の教育技法で取り組んでいる

人が圧倒的に多い．ISD のことを知っても全く反応し

ない教育者もいるし，この種の情報が伝わらない状態

に身を置いている教育者も多い． 

前述のトロンドセンの所属部門が担当している健康，

食物・薬，環境，金融，政府という分野は有望な教育

市場である．また，これらの分野とＩＴ・機械が交差

する医療機器の製造・整備・使用，薬品の製造機械な

ども教育工学や教育商売の対象として魅力的である． 

１４ ｅラーニングファンダメンタル講習 

 鈴木たちがｅラーニングを主題にしてISDの遠隔講

習を実施し，教科書と発表再生型CD-ROM教材を出版し

た．例えば，それが教えているガニエの目標分類に関

する要点を表に示す． 

 行為動詞 設計手法 評価手法 

言語情報 記述する ｸﾗｽﾀ分析 再認，再生

知的技能 区別する 階層分析 適用 

認知的方略 採用する  描写報告 

運動技能 実行する 手順分析 実演 

態度 選択する 上記すべて 行動観察 

 横軸はISD工程の分析・設計・評価の流れに相当し，

縦軸は教育項目の目標分類である．このように理論と

実践の両方をカバーする教育工学が普及すれば，日本

の産官教育の教育者の成績が格段に向上し，その結果

として教育を受けた職員の成績は明らかに向上するだ

ろう． 

 この教科書及びCD-ROM教材には，企業内教育の挿話，

この講習・教材を開発した時の作業，遠隔講習を受け

た受講者の声などが載っている．この教材によって

ISD やｅラーニングの正統的な学習ができるのに加え

て，教育作業の雰囲気や経験的ノウハウも得られる． 



 

 

１５ 艦船・機械科目の教材 

 15 章と 16 章は教科教育法の話題である．

SIMSMART[14]という艦艇模擬演習ソフトウエアのデモ

を視聴した．コンピュータによる模擬演習は歴史のあ

る分野である．SIMSMARTの特徴は艦艇の多様な模擬演

習の複数の主題，例えば艦内消火活動のための放水任

務，その水を排水する任務，放水用の水を給水する任

務などを一緒にして連携演習ができることである． 

 それぞれの任務の演習は事前に済ませていることが

前提なので，連携演習にはそれぞれの代表的機能だけ

が使えればよい．SIMSMARTのベンダはほかのベンダに

部分的機能の版を安く提供してもらい,インタフェー

スを定めて結合する役割を果している．そういう水準

まで技術も商売も発達しているということである． 

 機械施設の保守や化学工場を主題にする展示会を視

聴した．日本能率協会の電気・機械科目のCBT[26]は，

ビデオ，音声，精密図の設計・開発技能を駆使したも

のであり，視聴覚教育時代からの歴史がある．CBT の

執筆道具の操作知識だけではとても開発できない水準

の教材だ．一方で視聴覚器具の操作知識と勘と経験で

教材開発をしてきた企業なら，CBT 時代には生き残れ

ない． 

１６ 道徳教育 

 道徳教育の文献を調べた．オハイオ州立大学には人

間育成・家族科学の社会人向けの拡張事業（エクテス

テンション）[９]がある．道徳的な人間とは次の性質

を持つ人だと説明している． 

正直，信頼できる，誠実，忠実，勤勉，責務完遂，自

己規律，自己啓発，親切，大衆からの独立性，寛容，

順応，無私，愛情，共感性，感受性，忍耐，親しみや

すさ，手伝い，明朗，穏健，司法への関心，権限者・

規則・法律の尊重，権利尊重，生命・財産・自然・年

長者・親の尊重，礼儀，上品，作法，仕事・競技の清

さ，慈悲，寛大，悪意の無益さの理解，家族・友達・

地域・国・宗教団体・学校への役務指向の貢献の意志，

勇気，平和的，落ち着き，平穏 

態度に関する米国国防総省の多数の目標動詞との共

通点は少ないし，会話の場合に必要な拝聴や冷静さの

ような項目もない．道徳とそれに関係する分野の教育

項目や目標動詞の関係を分析・整理することが必要だ

と思う． 

 躾けをされる子供と躾けをする親の関係として次の

階層が提示されている．上が上位で下が前提である． 

子供の行動 

子供の考えと気持 

親の言動 

親の口調と身振り言語 

親の行動 

家族の制限条件と 

合意事項 

相互信頼 

親子関係 

子供の道徳教育のためには，親の対人技能が必要で

あることが分かる．このことからも道徳や対人技能に

関する教育項目や目標動詞の分類やカリキュラム設計

を工夫すれば，道徳教育の科学化やほかの講座と道徳

教育の合体が可能だと思う． 

オハイオ州立大学のウエブ資料の構成は次のとおり

である． 

 親業（parenting） 

- 年齢／段階別シリーズ 

- 健康・栄養・安全 

- 父親業 

- 親業の特別な話題 

 家族生活 

- 恋人／夫婦関係 

- 別居／離婚 

- 再婚／義理家族 

 若い子供 

- 成長・育成 

- 行動の理解・案内 

- 保育 

- 研究・公的政策・弁護 

 青年 

- 青年育成 

- 青年向け親業 

- 危険にさらされる行動 

- 青年である親 

 中年（ウエブ資料工事中） 

 老年 

- ホットライン新聞 

- ユニバーサル設計 

- 養育祖父母業 



 

 

 この分類は道徳教育だけを取り上げているのではな

く，人間の成長のすべてを扱っている．ガニエの目標

分類の全部が関係している．道徳教育を単独で扱うこ

とだけが教育設計策とは限らないことが分かる． 

これらの話題は日本の家政学科や児童心理学科の話

題と似ているが米国のは実用的である．日本では研究

内容をそのまま学生に教育していて実用性が乏しかっ

たり，学生向けの講座を社会人に公開していたりする

ことが多い．米国は学生向け講座が実用的である上に，

拡張事業は学生向けとは別に社会人用に作っている． 

１７ おわりに 

 以上，最近の教育全体，教育技術，教育専門家，教

育手法，教科教育法の話題を概観した． 
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